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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】被覆タイプ及び手帳タイプのいずれにも使用可
能であり、しかも、ケース体の規定位置にカバー体を正
確かつ容易に配置できるスマートフォンケースを提供す
る。
【解決手段】スマートフォンケース１は、スマートフォ
ンを収納するケース体と、ケース体における、底板１２
ａの外面に配置される裏側平板部、及びスマートフォン
の画像表示面を覆う表側平板部を有する折り畳み可能な
板状のカバー体２０と、底板１２ａに配置される、複数
の磁石からなるケース側磁石群１６と、裏側平板部に配
置される、複数の磁石からなるカバー側磁石群２６と、
を備え、複数の磁石における一部の磁石は、磁石の磁極
と異なるように底板１２ａに配置されており、裏側平板
部が底板１２ａの外面の規定位置に配置された場合に、
ケース側磁石群１６にカバー側磁石群２６が対向して互
いに吸着しあう。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　スマートフォンを載置する底板及び当該底板に載置された前記スマートフォンの外周を
覆うフレームを有し、前記スマートフォンを収納するケース体と、
　前記底板の外面に配置される第１平板、及び前記ケース体に収納された前記スマートフ
ォンの画像表示面を覆う第２平板を有する折り畳み可能な板状のカバー体と、
　前記底板に配置される、複数の磁石からなる第１磁石群と、
　前記第１平板に配置される、複数の磁石からなる第２磁石群と、を備え、
　前記第１磁石群は、前記複数の磁石における一部の磁石の磁極が他の磁石の磁極と異な
るように前記底板に配置されており、
　前記第２磁石群は、前記第１平板が前記底板の外面の規定位置に配置された場合に、前
記第１磁石群に対向して互いに吸着しあうように、前記第１平板に配置されていることを
特徴とするスマートフォンケース。
【請求項２】
　前記ケース体の外面にミラー面が形成されていることを特徴とする請求項１記載のスマ
ートフォンケース。
【請求項３】
　前記第１平板は、中央部に、前記第１平板と前記第２平板との折り線方向に平行に延び
る可撓性部分を有することを特徴とする請求項１記載のスマートフォンケース。
【請求項４】
　前記第２平板が画像表示面を覆った状態を保持可能な第３磁石を更に備えることを特徴
とする請求項１乃至３のいずれか１項記載のスマートフォンケース。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、スマートフォンケースに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、スマートフォンと称される、通話機能を有する携帯型の端末装置が普及している
。また、スマートフォンの普及に伴い、落下による衝撃からスマートフォンを保護するた
め、あるいはスマートフォンを装飾するために、スマートフォン本体に取り付けるスマー
トフォンケースも普及している。
【０００３】
　また、従来、スマートフォンケースにおいては、スマートフォンにおける画像表示面を
有する表面側を開放し、スマートフォンの周囲及び裏面をカバーする被覆タイプのケース
が一般的である。このような被覆タイプのケース以外でも、手帳のように開閉する一対の
平板を有し、一方の平板にスマートフォンを装着して、他方の平板によって画像表示面を
カバーする手帳タイプのケースがある。従来の手帳タイプのケースにおいては、他方の平
板によって画像表示面をカバーすることができるため、画像表示面を保護するとともに画
像表示面上に設けられているタッチパネルの誤操作を防止することができる。
【０００４】
　また、手帳タイプのケースにおいては、スマートフォンを斜めに立てた状態で、テーブ
ル上に載置可能にするものが提案されている（例えば、特許文献１）。具体的に、裏カバ
ーの中央部に、ケース中央の折り曲げ部に平行な折り曲げ部を形成し、この折り曲げ部を
折り曲げることによってスマートフォンを斜めに立て、表カバーにスマートフォンの下部
を当接させることにより、スマートフォンが斜めに立てられた状態で維持される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】実用新案登録第３１９６３７２号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、従来の手帳タイプのケースは、カバー体における一方の平板に、スマートフ
ォンを装着するためのケース体が固定されている。このため、スマートフォンを使用する
際には、他方の平板を開いたまま使用するか、あるいは他方の平板をスマートフォンの裏
側に配置して使用する。
【０００７】
　しかし、スマートフォンのカメラ機能を用いる場合には、スマートフォンの側方に他方
の平板が配置されると、この他方の平板がスマートフォンを操作する際の障害になるおそ
れがある。また、他方の平板をスマートフォンの裏側に配置すると、他方の平板がスマー
トフォンの撮影レンズを隠してしまい、撮影ができないおそれがある。
【０００８】
　そこで、手帳タイプのケースにおけるケース体からスマートフォンを一時的に取り外す
ことが考えられる。しかし、スマートフォンはケース体に密着した状態で保持されている
ため、ケース体からスマートフォンの着脱することは使用者にとって面倒である。
【０００９】
　本発明は、このような問題点を解決し、手帳タイプのスマートフォンケースにおいて、
ケース体とカバー体とが着脱自在であり、しかもケース体の規定位置にカバー体を正確か
つ容易に配置できるスマートフォンケースを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前記目的を達成するため、本発明は、次に記載する構成を備えている。
【００１１】
　（１）　スマートフォンを載置する底板及び当該底板に載置された前記スマートフォン
の外周を覆うフレームを有し、前記スマートフォンを収納するケース体と、前記底板の外
面に配置される第１平板、及び前記ケース体に収納された前記スマートフォンの画像表示
面を覆う第２平板を有する折り畳み可能な板状のカバー体と、前記底板に配置される、複
数の磁石からなる第１磁石群と、前記第１平板に配置される、複数の磁石からなる第２磁
石群と、を備え、前記第１磁石群は、前記複数の磁石における一部の磁石の磁極が他の磁
石の磁極と異なるように前記底板に配置されており、前記第２磁石群は、前記第１平板が
前記底板の外面の規定位置に配置された場合に、前記第１磁石群に対向して互いに吸着し
あうように、前記第１平板に配置されていることを特徴とするスマートフォンケース。
【００１２】
　（１）によれば、ケース体の磁石とカバー体の磁石とが吸着し合うことにより、ケース
体に対してカバー体が着脱自在に取り付けられる。このため、ケース体に対してカバー体
を取り付けることにより、手帳タイプのスマートフォンケースとして使用可能になり、ケ
ース体からカバー体を外すことにより、被覆タイプのスマートフォンケースとして使用可
能になる。また、ケース体にカバー体を吸着させる際に、第１平板がケース体の外面にお
ける規定位置から多少ずれていても、互いに対向する異なる磁極の磁石同士が吸着し合う
ことで、そのずれを修正しながら第１平板がケース体の規定位置に配置される。また、第
１平板がケース体の規定位置から大きくずれている場合には、ケース体の磁石とカバー体
を磁石とにおいて、磁石同士が対向しなかったり、同じ磁極同士が対向して反発し合った
りすることにより、第１平板がケース体の外面に正確に装着されない。このように、ケー
ス体の規定位置にカバー体を容易かつ正確に取り付けることが可能になる。
【００１３】
　（２）　（１）において、前記ケース体の外面にミラー面が形成されていることを特徴
とするスマートフォンケース。
【００１４】
　（２）によれば、ケース体からカバー体を外すことにより、スマートフォンケースをミ
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ラーとして使用することが可能になる。
【００１５】
　（３）　（１）、（２）において、前記第１平板は、中央部に、前記第１平板と前記第
２平板との折り線方向に平行に延びる可撓性部分を有することを特徴とするスマートフォ
ンケース。
【００１６】
　（３）によれば、第１平板がケース体に吸着している状態において、第１平板における
第２平板側の領域をスマートフォンケースから離間させ、スマートフォンケースの端部を
第２平板の板面の中央部に当接させることにより、スマートフォンを斜め方向に立てた状
態で維持することが可能になる。これにより、スマートフォンケースをテーブル上に立て
た状態で載置することが可能になる。
【００１７】
　（４）　（１）～（３）において、前記第２平板が画像表示面を覆った状態を保持可能
な第３磁石を更に備えることを特徴とするスマートフォンケース。
【００１８】
　（４）によれば、第２平板が画像表示面を覆った状態を第３の磁石の磁力によって保持
されるため、画像表示面が第２平板によって保護された状態を維持できるとともに、スマ
ートフォンの誤操作を防止することができる。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、手帳タイプのスマートフォンケースにおいて、ケース体とカバー体と
が着脱自在であり、しかもケース体の規定位置にカバー体を正確かつ容易に配置できるス
マートフォンケースを提供することが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の一実施形態におけるスマートフォンケース１の外観を示す斜視図である
。
【図２】本発明の一実施形態におけるスマートフォンケース１の外観を示す斜視図である
。
【図３】ケース体１０の背面図である。
【図４】カバー体２０の正面図である。
【図５】スマートフォン１００を立てて使用する態様を示す斜視図である。
【図６】図５の側面図である。
【図７】本発明の他の実施形態におけるスマートフォンケース１に係るケース体１０の背
面図である。
【図８】本発明の他の実施形態におけるスマートフォンケース１に係るケース体１０の背
面図及びカバー体２０の正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照しながら詳細に説明する。
【００２２】
　図１及び図２は、本発明の一実施形態におけるスマートフォンケース１の外観を示す斜
視図、図３は、スマートフォンケース１の構成部材を示す分解斜視図である。スマートフ
ォンケース１は、ケース体１０と、カバー体２０と、からなる。
【００２３】
　ケース体１０は、スマートフォン１００を収納する、所謂ハードケースである。ケース
体１０にスマートフォン１００が収納された場合に、スマートフォン１００の周囲及び裏
面側がケース体１０によってカバーされる。また、スマートフォン１００の表面側は開放
されるため、スマートフォン１００の画像表示面上に配置されているタッチパネルが操作
可能になる。
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【００２４】
　カバー体２０は、手帳のように折り畳み可能な略矩形の一枚の平板状部材からなり、折
り曲げ部分の両側の領域における、図１（ａ）に示すように一方の領域にケース体１０が
取り付けられ、他方の領域を折り畳むことによって、図１（ｂ）に示すようにスマートフ
ォン１００の画像表示面がカバーされる。
【００２５】
　ケース体１０は、図２に示すように、底板部１２と、フレーム部１４と、によって構成
されている。
【００２６】
　底板部１２は、スマートフォン１００の外周形状よりも一回り大きい略矩形の底板１２
ａと、底板１２ａの外周部から突出した枠状の突起１２ｂと、を備えている。このため、
底板部１２は、底板１２ａの底面と突起１２ｂの内側壁面とによって形成されるスペース
を備えており、このスペースにスマートフォン１００が載置される。底板部１２にスマー
トフォン１００が載置された状態においては、突起１２ｂが、底板部１２におけるスマー
トフォン１００の位置を規定する。
【００２７】
　また、突起１２ｂの外周面の一部に係合溝が形成されている。また、底板１２ａにおけ
る、スマートフォン１００の撮影レンズが対向する部位に貫通孔１２ｃが形成されている
。また、底板１２ａにおけるスマートフォン１００の載置面には、フェルトシートが貼着
されており、外側の面には装飾シートが貼着されている。
【００２８】
　フレーム部１４は、スマートフォンケース１の外周を覆う外枠部１４ａと、外枠部１４
ａの上端縁から内側に延在する枠状の上面部１４ｂと、を備えている。外枠部１４ａにお
ける、スマートフォン１００の側面に設けられたボリュームボタン、マナーモード切替ス
イッチ、電源ボタンが対向する部位には、切り欠きあるいは貫通孔が形成されている。こ
の切り欠き部分は、底板部１２とフレーム部１４との組合せによって貫通孔となる。また
、外枠部１４ａの内面の一部には、底板部１２とフレーム部１４との組合せた場合に、突
起１２ｂの係合溝に係合する凸状の係合片が形成されている。
【００２９】
　上面部１４ｂには、中央部にスマートフォン１００の画像表示面を外部に露出させる開
口１５が形成されている。開口１５は、スマートフォン１００の外形よりも一回り小さく
形成されている。このため、スマートフォン１００にフレーム部１４を被せた場合に、ス
マートフォン１００の表側の外周部に上面部１４ｂが当接する。
【００３０】
　そして、底板部１２にスマートフォン１００を載置し、更にその上からフレーム部１４
を被せ、底板部１２とフレーム部１４とを係止させることにより、スマートフォン１００
がケース体１０に収納される。
【００３１】
　図３は、ケース体１０の背面図である。底板１２ａには、第１磁石群に相当するケース
側磁石群１６が配置されている。ケース側磁石群１６は、５個の磁石１６ａ～１６ｅから
なる。磁石１６ａ～１６ｅにおける磁石１６ａ、１６ｂ、１６ｃは、底板部１２の短辺の
垂直二等分線（図３中の符号Ａ）を境界とする両側部の領域における、一方の領域１３ａ
に長手方向に並べて配置されている。なお、この一方の領域１３ａに貫通孔１２ｃが形成
されており、この貫通孔１２ｃの下方に磁石１６ａ、１６ｂ、１６ｃが配置されている。
残る磁石１６ｄ、１６ｅは、他方の領域１３ｂに長手方向に並べて配置されている。
【００３２】
　本実施形態によれば、磁石１６ａ～１６ｅにおける装飾シート側の磁極は、磁石１６ａ
がＮ極、磁石１６ｂがＳ極、磁石１６ｃがＮ極、磁石１６ｄがＳ極、磁石１６ｅがＳ極、
となるように配置されている。すなわち、磁石１６ａ～１６ｅは、近くに隣合う磁石の磁
極が互いに異なるように配置されている。
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【００３３】
　図４は、カバー体２０の正面図であり、カバー体２０は、第２平板に相当する表側平板
部２２と、第１平板に相当する裏側平板部２４と、折り曲げ部２５と、を有している。
【００３４】
　表側平板部２２は、ケース体１０の外周形状と略同じ形状の平板によって構成されてお
り、スマートフォン１００の画像表示面をカバーする。表側平板部２２は、折れ曲がり難
い硬質に形成されている。また、表側平板部２２における折り曲げ部２５側の長辺に対向
する長辺側の下部には、第３磁石に相当する磁石２３が配置されている。磁石２３の磁極
はＮ極である。
【００３５】
　裏側平板部２４は、スマートフォン１００の外周形状と略同じ形状の平板によって構成
されており、ケース体１０の後面すなわち底板１２ａの外面に配置される。裏側平板部２
４は、短辺の垂直二等分線（図４中の符号Ｂ）上に、可撓性部分に相当する帯状の可撓性
領域２４ａを備えており、この可撓性領域２４ａの両側部に、折れ曲がり難い硬質の非可
撓性領域２４ｂ、２４ｃを備えている。すなわち、裏側平板部２４は、折り畳み自在に構
成されている。
【００３６】
　更に、裏側平板部２４には、第２磁石群に相当するカバー側磁石群２６が配置されてい
る。カバー側磁石群２６は、５個の磁石２６ａ～２６ｅからなる。磁石１６ａ～１６ｅ及
び磁石２６ａ～２６ｅは全て同一のボタン型磁石である。磁石２６ａ、２６ｂ、２６ｃは
、非可撓性領域２４ｂに長手方向に並べて配置されている。また、残る磁石２６ｄ、２６
ｅは、非可撓性領域２４ｃに長手方向に並べて配置されている。
【００３７】
　裏側平板部２４は、ケース体１０の後面におけるスマートフォン１００の裏面が対向す
る部位からなる規定位置に配置される。
　磁石２６ａ～２６ｅの位置は、裏側平板部２４がケース体１０の後面の規定位置に配置
された場合に、磁石１６ａ～１６ｅに対向する位置に設定されている。磁石１６ａ～１６
ｅに対向する磁石２６ａ～２６ｅの磁極は、磁石２６ａがＳ極、磁石２６ｂがＮ極、磁石
２６ｃがＳ極、磁石２６ｄがＮ極、磁石２６ｅがＮ極、となるように配置されている。す
なわち、磁石２６ａ～２６ｅは、近くに隣合う磁石の磁極が互いに異なるように配置され
ている。
【００３８】
　折り曲げ部２５は、表側平板部２２と裏側平板部２４と連結する可撓性を有する平板状
の部分であり、表側平板部２２の一方の長辺の中央部と裏側平板部２４の一方の長辺の中
央部とが折り曲げ部２５によって連結される。折り曲げ部２５の幅は、ケース体１０の厚
さと、フレーム部１４における上面部１４ｂの幅との和の長さ程度に設定されている。
【００３９】
　このように、カバー体２０は、折り曲げ部２５によって表側平板部２２と裏側平板部２
４とが開閉自在であり、手帳のように折り畳み可能である。なお、カバー体２０の表面に
は、底板１２ａに貼着された装飾シートと同一のシートが貼着されている。また、カバー
体２０の裏面には、底板１２ａに貼着されたフェルトシートと同一のシートが貼着されて
いる。
【００４０】
　そして、裏側平板部２４を、ケース体１０の後面に磁力によって吸着させることにより
、図１に示すように、スマートフォンケース１が構成される。なお、裏側平板部２４をケ
ース体１０の後面に吸着させた際に、裏側平板部２４における貫通孔１２ｃが対向する部
位が切欠き２４ｄが形成されている。また、図２に示すように、表側平板部２２によって
スマートフォン１００の画像表示面がカバーされた場合に、図４に示す磁石２３と磁石２
６ｃとが互いに対向して吸着し合う。このため、表側平板部２２が閉じた状態で維持され
る。なお、表側平板部２２をケース体１０の裏側に配置した場合にも、磁石２３と磁石２
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６ｃとが互いに対向して吸着し合うことにより、スマートフォン１００の画像表示面が開
放された状態で維持される。
【００４１】
　ここで、裏側平板部２４が、ケース体１０の後面の規定位置に対して大きくずれた状態
で対向した場合には、磁石１６ａ～１６ｅと磁石２６ａ～２６ｅとにおいて同じ磁極同士
が対向する部位が生じるため、裏側平板部２４がケース体１０に吸着しない。また、ケー
ス体１０の後面の規定位置に対して少しずれた状態で対向させた場合には、磁石１６ａ～
１６ｅと磁石２６ａ～２６ｅとが吸引し合うことによって、裏側平板部２４がケース体１
０の規定位置に配置されるように自動的に位置調整されながら、裏側平板部２４がケース
体１０に吸着される。
【００４２】
　次に、本実施形態におけるスマートフォンケース１の使用形態について説明する。
　スマートフォンケース１は、ケース体１０にスマートフォン１００を装着することによ
って、図１に示すように、手帳タイプのケースとして使用することができる。また、スマ
ートフォンケース１からカバー体２０を外すことによって、ケース体１０を被覆タイプの
ケースとして使用することができる。
【００４３】
　また、図５及び図６に示すように、裏側平板部２４がケース体１０に装着された状態に
おいて、非可撓性領域２４ｂをケース体１０に吸着させ、非可撓性領域２４ｃをケース体
１０から分離させ、更に、ケース体１０を斜めにしてケース体１０の端部を表側平板部２
２の中央部のフェルト面に当接させる。これにより、非可撓性領域２４ｃがケース体１０
を裏側から支持する機能を果たすことで、ケース体１０は斜めに立てられた状態で維持さ
れる。このように、スマートフォン１００を立てることが可能になり、例えば、スマート
フォン１００をテーブル上で立てて使用することが可能になる。
【００４４】
　以上説明したように構成された本実施形態によれば、ケース体１０の磁石１６ａ～１６
ｅとカバー体の磁石２６ａ～２６ｅとが吸着し合うことにより、ケース体１０に対してカ
バー体２０が着脱自在に取り付けられる。このため、ケース体１０にカバー体２０を磁力
によって吸着させることにより、手帳タイプのスマートフォンケースとして使用可能にな
り、ケース体１０からカバー体２０を外すことにより、ケース体１０を被覆タイプのスマ
ートフォンケースとして使用可能になる。また、ケース体１０にカバー体２０を吸着させ
る際に、裏側平板部２４がケース体１０の外面における規定位置から多少ずれている場合
には、そのずれを修正しながら裏側平板部２４がケース体１０の規定位置に吸着する。ま
た、裏側平板部２４がケース体１０の規定位置から大きくずれている場合には、ケース体
１０の磁石１６ａ～１６ｅとカバー体２０を磁石２６ａ～２６ｅとにおいて、磁石同士が
対向しなかったり、同じ磁極同士が対向して互いに反発し合ったりすることにより、裏側
平板部２４がケース体１０の裏面に正確に装着されない。したがって、ケース体１０の裏
面にカバー体２０を容易かつ正確に取り付けることが可能になる。
【００４５】
　また本実施形態によれば、スマートフォン１００をテーブル上に載置して、スマートフ
ォン１００を立てた状態で維持することができる。
【００４６】
　また本実施形態によれば、表側平板部２２によってスマートフォン１００の画像表示面
がカバーされた場合に、図４に示す磁石２３と磁石２６ｃとが互いに対向して吸着し合い
、表側平板部２２が閉じた状態で維持される。このため、画像表示面が表側平板部２２に
よって保護された状態で維持されるとともに、スマートフォン１００のタッチパネルの誤
操作が防止できる。
【００４７】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明の実施形態は上述した実施形態に
限るものではない。例えば、上述した実施形態におけるカバー体２０は、横開きタイプで
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あるが、縦開きタイプであってもよい。また、図７に示すように、ケース体１０の裏面に
ミラー面を有する鏡面部１８を形成し、この鏡面部１８を裏側平板部２４によってカバー
するように構成してもよい。鏡面部１８は、装飾シートの代わりにミラーシートを貼り付
けたり、底板部１２にメッキを施したりすることによって形成可能である。
【００４８】
　また、上述した実施形態においては、磁石１６ａ～１６ｅ及び磁石２６ａ～２６ｅのボ
タン型磁石を５個ずつ用いているが、ボタン型磁石の個数は適宜設定可能である。また、
ボタン型磁石の代わりに、Ｎ極とＳ極とが長手方向に交互に配置された帯板状の磁石を用
いてもよい。具体的に、磁石１６ａ～１６ｅの代わりに、図８（ａ）に示すように、帯板
状の磁石１７をケース体１０に配置し、磁石２６ａ～２６ｅの代わりに、図８（ｂ）に示
すように、帯板状の磁石２７をカバー体２０に配置してもよい。なお、磁石２３の代わり
に、図８（ｂ）に示すように、帯板状の磁石２８を用いてもよい。これにより、スマート
フォンケース１の軽量化を図ることができる。
【００４９】
　また、上述した実施形態においては、磁石２６ｃに磁石２３を対向させているが、表側
平板部２２に複数の磁石２３を配置し、カバー側磁石群２６中の複数の磁石に磁石２３を
対向させてもよい。また、フレーム部１４の少なくとも一部、例えば上面部１４ｂを磁石
が吸着可能な金属によって構成し、表側平板部２２における上面部１４ｂとの対向部位に
磁石２３を配置してもよい。更には、上面部１４ｂを磁石によって構成し、表側平板部２
２における上面部１４ｂとの対向部位に磁石が吸着可能な金属板を配置してもよい。
【符号の説明】
【００５０】
　１　スマートフォンケース
　１０　ケース体
　１２　底板部
　１２ａ　底板
　１２ｂ　突起
　１２ｃ　貫通孔
　１３ａ、１３ｂ　領域
　１４　フレーム部
　１４ａ　外枠部
　１４ｂ　上面部
　１５　開口
　１６　ケース側磁石群
　１６ａ、１６ｂ、１６ｃ、１６ｄ、１６ｅ、１７　磁石
　１８　鏡面部
　２０　カバー体
　２２　表側平板部
　２３、２８　磁石
　２４　裏側平板部
　２４ａ　可撓性領域
　２４ｂ　非可撓性領域
　２４ｃ　非可撓性領域
　２４ｄ　切欠き
　２５　折り曲げ部
　２６　カバー側磁石群
　２６ａ、２６ｂ、２６ｃ、２６ｄ、２６ｅ、２７　磁石
　１００　スマートフォン
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